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我々は宇宙 MeV ガンマ線観測のため、電子飛跡検出型コンプトンカメラ ETCC(Electron-Tracking
Compton Camera)の開発を進めている。現在、ETCCを用いた長期気球実験を計画しており、この実
験の目的は Al-26の 1.8MeVラインガンマ線の銀河面イメージングをすることで銀河内の物質循環機
構を明らかにすることである。
この銀河面イメージングにはガンマ線に対する数度程度の PSF(Point Spread Function)を要求される。
ETCCは u-PICを用いた TPCとシンチレータにより構成されており、PSFは TPCによって得られる
電子飛跡情報の精度に依存している。そのため、u-PICのピッチを狭くすることで精度の高い電子
飛跡が得られ、PSFを向上させることが可能である。
以上のことから、現在ピッチの短い u-PICの開発を進めており、短ピッチにおいてどのような電極
構造が望ましいかを Garfield++を用いて評価した。本公演では短ピッチ u-PICのシミュレーション
評価を述べる。
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